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Multicomponent assembling methods with platform molecules are awaited. Herein, we 
developed a facile method to assemble three components onto novel alkenyl azide platforms 
by click reactions including thiol–ene, SuFEx, and CuAAC reactions. 
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プラットフォーム分子を用いて、多成分を短工程で集積させる手法が強く望まれて

いる 1,2)。特に、クリック反応用の官能基を複数配置した、コンパクトなプラットフォ

ーム分子を用いて、幅広いモジュールを効率的に集積できれば、多様性に富んだ化合

物ライブラリーを簡便に構築できると期待される。これに対して、今回我々は、新し

いアルケニルアジド型プラットフォーム 3を開発し、これを用いて、CuAAC 反応、

チオール–エン反応、SuFEx 反応を連続的に行うことで、３成分を効率的に集積でき

ることを明らかにした。このとき、アミン型プラットフォーム 1と 2との共役付加に

よって、プラットフォーム 3を効率的に合成できた。また、プラットフォーム 3に対

して SuFEx 反応と CuAAC 反応を行った後、アミンの 1,4-付加が効率よく進行するこ

ともわかった。本手法を繰り返し利用できたことから、多様性に富んだマルチ（トリ

アゾール）を高収率で合成できると期待される。 
 

 
1) D. Sato, Z. Wu, H. Fujita, Jon S. Lindsey, Organics 2021,2,161. 
2) H. Takemura, S. Goto, T. Hosoya, S. Yoshida, Chem. Commun. 2020, 56, 15541. 
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